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主催・実施

■ＡＢＩＳ　アメリカ・ビジネス・インターンシップ・サービス　（ワイエスプランニング株式会社）

旅行取扱

■株式会社ワイエスツアーズ　【語学研修・海外留学係】

　　⑤自分の旅行して見たい都市でのインターンシップをすることが出来る！
　　⑥学業以外での大きな自信を持つことが出来る！

　　　　　　Copyright ©2011abis-usa.com All Right Reserved. 無断転載を禁止します。

　　≪本体験研修の特色・メリット≫
　　①就職氷河期を乗り越え内定の取り付けに大いに有利になる！
　　②学生時代にグローバルなビジネス・スキルを身につけることが出来る！
　　③英語力の大きなアップを図ることが出来る！
　　④将来の自分の進む就職業種をより早く明確にすることが出来る！

アメリカ日系企業での短期実務インターンシップ体験研修

大学生のための（個人用）
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　　　　【ＡＢＩＳからのごあいさつ】

　　　　　　　文部科学省の掛け声で「日本人の国際人養成」という言葉が使い始められて、早や４０年以上になります。その時代の多くの中学・高校生達が、アメリカ、カナダ、オーストラリア、ニュージランド、

　　　　　そしてイギリス等の英語圏に語学研修やホームスティに出掛けました。成果が、それなりに有ったことは、確かです。しかし、国がエネルギーとお金を注いだ分だけの効果が上がったかは、甚だ

　　　　　疑問です。英語に興味のない学生にも一定の英語レベルを身につけさせることは、教育の義務ですが、それ以上のレベルを求める必要はありません。学びたい人が、本当に学べば良いのです。

　　　　　グローバルな人材養成も同じで、将来、自分の能力を世界で試してみたい、そして将来の日本のためにも貢献したいという強い意志を持った大学生をサポートしてあげることが大切です。

　　　　　最近の若者の海外離れが著しいとの指摘がありますが、日本の将来を考えると、本当に大変、憂慮すべきことです。今や日本だけで生きて行くことは、不可能なことであります。この状況を鑑み、

　　　　　私共、ＡＢＩＳは、若者のグローバル人材を育成し、将来の元気な、そして発展を続ける日本創りの一助になりたいと強く願っております。

　　　　　　つきましては、大学在学期間中（１～３年）の学生達のためのアメリカ企業実務体験研修を推進して参りたいと存じますので、何卒、諸先生方のご賛同を賜り、お力をお貸しいただきたくお願い

～１～

　　Ａ．大学生のためのアメリカ日系企業での短期実務研修インターンシップの　”フローチャート（流れ）”

　　Ｂ．大学生のためのアメリカ日系企業での短期実務研修インターンシップの　”意義とポイント”

　　Ｃ．大学生のためのアメリカ日系企業での短期実務研修インターンシップの　”現地受入企業（業界・業種）”

　　　　　　　　　①高校時代から将来の自分の生き方について早めの目標・心構えを持つ

　　　　　　　　　②大学何年生の時にインターンシップに行くかの時期を決める

　　　　　　　　　③インターンシップの事前準備（心構えやマナー等）と帰国後のカウンセリング実施について

　　　　　　　　　④就職採用試験のためのフォローアップを実施（企業面接の模擬練習と履歴書・志望動機・自己ＰＲの作成補助）

　　Ｉ．大学生のためのアメリカ日系企業での短期実務研修インターンシップの　 ”緊急連絡体制と役割”

　　Ｄ．大学生のためのアメリカ日系企業での短期実務研修インターンシップの　”手配関係企業のご紹介”

　　Ｅ．大学生のためのアメリカ日系企業での短期実務研修インターンシップの　”ご相談開始～ご出発～ご帰国までの流れ”

　　Ｆ．大学生のためのアメリカ日系企業での短期実務研修インターンシップの　”渡航手続き・研修費用”

　　Ｇ．大学生のためのアメリカ日系企業での短期実務研修インターンシップの　”万全体制と補償”

　　Ｈ．大学生のためのアメリカ日系企業での短期実務研修インターンシップの　”手配と実施体制”

■目　次

　　　　  申し上げる次第です。
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↓

　Ａ．インターンシップのフローチャート（流れ）

高校３年生 社会人大学１年生 大学２年生 大学４年生

　　・現地生活を通じて、アメリカ文化も大いに体験出来る。

　　・インターンシップ経験者に対して、日本の企業側からの評価が高い。

　◆他の大学生より一歩も二歩も先んずることが出来、就職内定取り付けに大いに有利である。

（重要）アメリカでのインターンシップ先は、どの都市、どのような業界・業種でも手配可能です。

インターンシップ出発前サポート お勧めのインターンシップ時期 インターンシップ終了後サポート

　◆将来の自分の目標とする仕事（業界・業種）に沿ってアメリカのインターンシップ日系企業先を選ぶ。
　　・企業での実務体験を通じて、ビジネス・スキルを大いに修得出来る。

　　・企業での実務体験を通じて、インターナショナルなビジネス・センスを大いに修得出来る。

　　・企業での実務体験を通じて、海外の一生の友人が出来、個人の成長面での大きなプラスとなる。

　　・短期集中で真の英会話がマスター出来、レベルアップが図れる。

学部選びが重要！！

将来の自分の目標
（仕事）を考えた大学・

⇒

・アメリカ企業についての実務説明

・将来自分の目指す職業（職種）

・英語レベルのチェック

・現地アメリカとのＳｋｙｐｅによる面接

・渡航手続き等についの説明

＊出発前の個別コンサルティング

④向上心のある方

●就職内定取り付け

Victory就職
社会人として

インターンシップ経験を
活かして活躍！！！

↓
＊将来、ビジネス・
インターンシップを

お勧めします。

⇒

●就職活動
↓

●就職採用試験
（書類選考・筆記試験）

⇒
●面接

（インターンシップ経験で自信発揮）
↓

・大学１年から３年までの間をお勧め

　します。４年次は、就職試験のため

　お勧めいたしません。

・日本企業の就職試験傾向の説明

≪インターンシップ生に求める現地企業の要望ポイント≫
①笑顔で明るく元気で、職場のスタッフ達とコミュニケーション（日本語でも可）が取れる方

②前向きで真面目に取り組む姿勢のある方

③協調性があり、素直でハキハキ返事の出来る方

・企業面接の模擬練習

・志望動機、自己ＰＲの書き方補助

・履歴書の書き方補助

・英語レベルのチェック

＊帰国後の個別コンサルティング
■春休み期間（２～３月の２ヶ月程）
■夏休み期間（７～９月の３ヶ月程）

大学３年生

　　　　　　　　　　　　　　　★　厳しい就職氷河期の昨今、企業は、出来るだけ優秀な人材を求めています。併せて、将来のグローバル化を考え、英語力のある学生の獲得を最重課題に位置付ています。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　大学では、早いうちから自分の将来像を描ける学生を多く育てたいものです。自分の目標がはっきりすれば、後は、目標に向かって一歩ずつ進めば良いのです。その過程の

　　　　　　　　　　　　　　　　　　中でアメリカ日系企業でのインターンシップ体験を通じて、世界を舞台に仕事をする人達が、出て来てくれれば、私共は、これに勝る喜びはありません。

～２～
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～３～

　　本人にとっては大きなメリットであります。このためにもインターンシップへの積極的な参加が必要であります。

　　インターンシップ受入企業（都市）は、全米各地での手配が可能ですので、住んでみたい都市から選ぶ方法もあります。

＊日本人以外の終生の外国の友人との友情を築くことが出来るチャンスです。昔から文科省は、「真の国際人を養成」という

　Ｂ．インターンシップの意義とポイント

意義について

＊この経験を活かし、社会人になっても自信をもって目標のある充実した人生を送ることが出来る。

＊国内・海外に係らず、自分の将来の目標とする仕事に就くに当たり、その興味ある業界（業種）の会社でインターンシップを

　　実務経験することで、その仕事に更なる理解を深め納得出来ることは、最終的に就職ミスマッチを防ぐことが出来て、

＊大学生の海外旅行は、自分の将来を定めた目標に沿った有意義な旅行をして欲しいと思います。若い時の体験と鮮烈な

　　印象には、その人の人生を変えるパワーが潜んでいます。是非、国内に留まらず、海外に出て欲しいと強く願っています。

＊リーズナブルな参加料金で最高のコストパフォーマンスを享受することが出来る。

＊”旅行して見たい憧れの都市”でのインターンシップを探すことが出来る。

＊英語力のスキルアップや世界のビジネスセンスを大いに養うことが出来る。

＊海外での一生の友人を作ることが出来ると共に、アメリカという異文化での生活体験が出来る。

＊海外での生活を通じて、外から日本を見つめられ、日本という国の理解を更に深めることが出来る。

　　目標を立てて来ておりますが、中々効果が上がっておりません。正しく、インターンシップからグローバル・ジャパニーズが、

　　養成されると言っても過言ではありません。

ポイントについて

＊就職氷河期の今日、希望する会社からの内定を取り付けるための有利な経験となる。
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明治大学（コンサルタント）

早稲田大学（ＴＶ製作）

　Ｄ．インターンシップに係る企業のご紹介

　　　・ＧＣＳ　ＵＳＡ　Ｉｎｃ．は、ロサンゼルスに本社があり、ニューヨーク、ホノルルに地域拠点を置いています。GCS社は、全米の日系企業インターンシップ先の開拓や日本側との連絡、現地での２４時間サポートをします。

明治大学（旅行）

早稲田大学（ＮＰＯ）

青山学院大学（ホテル）

　　◆株式会社ワイエスツアーズ：
　　　・東京都知事登録旅行業第２－５８５０号、（社）全国旅行業正会員の総合旅行会社で、オーストラリア（ブリスベン）に関連会社を有し、語学留学・ホーム＆ファームスティも取り扱っています。

同志社大学（ＮＰＯ）阪南大学（ホテル）

早稲田大学（金融）

法政大学（デザイン）

文教大学（デザイン）

亜細亜大学（ＮＰＯ）

（順不同）

　　　・不動産企業（ＬＡＸ、ＨＮＬ：事務補助）　　　　　　　　・Ｅコマース企業（ＳＡＮ：事務補助）　　　　　　　　・デジタル企業（ＮＹＣ：リサーチ補助）　　　　　　・アパレル企業（ＮＹＣ、ＬＡＸ、ＳＦＯ：事務補助）

　　　・ウエデイング関連企業（ＬＡＸ、ＨＮＬ、ＧＵＭ：事務＆現場補助）　　　　　　・リゾートホテル（ＧＵＭ、ＡＬＡＳＫＡ：カスタマーサービス補助）　　　　　　　・マリンスポーツ企業（ＧＵＭ：現場補助）

　　　・美容関連企業（ＬＡＸ、ＨＮＬ：カスタマーサービス補助）　　　　・イベント企業（ＮＹＣ：企画・運営・編集補助）　　　　・食品卸売企業（ＮＹＣ：営業補助）　　　　　・居酒屋企業（ＨＮＬ：接客補助）

　　　・大手人材派遣企業（ＬＡＸ：カスタマーサービス補助）　　　　　　・メディア・出版関係企業（ＮＹＣ：事務補助）　　　　　　　・映像・情報サービス企業（ＨＮＬ：Ｗｅｂデザイナー補助）　　他多数あり

　　■アメリカでのインターンシップ実務体験学生の出身大学とインターンシップ先（業種）について： （２０１１年４月現在）

　　　・社会福祉系ＮＰＯ（ＬＡＸ：事務全般補助）　　　　　　　　　　　　　・旅行代理店（ＬＡＸ、ＳＦＯ、ＮＹＣ、ＨＮＬ：コーディネーター補助）　　　　　　　　　　　　・貿易企業（ＮＹＣ、ＣＨＩ、ＬＡＸ：事務補助）

神戸市立外国語大学（出版）

多摩美術大学（アートギャラリー）

獨協大学（出版）

～４～

上智大学（出版） 東京家政学院大学（ＮＰＯ)

慶應義塾大学（出版）

立命館大学（ＴＶ製作）

　　　・ＩＴ企業（ＮＹＣ、ＬＡＸ、ＳＦＯ：システムエンジニア等の補助）　　　　　　　　　　　　　　・物流企業（ＷＡＳ、ＬＡＸ、ＳＦＯ：事務補助）　　　　　　　　　　　　　・会計事務所（ＮＹＣ、ＬＡＸ：事務補助）

　　　・保育園・学校（ＮＹＣ、ＳＡＮ、ＬＡＸ：保育士補助・教員補助）　　　　　　　　　　　　　　・メディア企業（ＳＥＡ：Ｗｅｂデザイン補助）　　　　　　　　　　　　　　　・オフィス設計（ＬＡＸ：事務コーディネート補助）

　　　　　【都市凡例／ＬＡＸ：ロサンゼルス、ＳＦＯ：サンフランシスコ、ＮＹＣ：ニューヨーク、ＣＨＩ：シカゴ、ＷＡＳ：ワシントンＤＣ、ＳＡＮ：サンディエゴ、ＳＥＡ：シアトル、ＨＮＬ：ホノルル、ＧＵＭ：グアム】

　　　・米国日通旅行（株）、Ｏｐｅｘ-Ｔｒａｖｅｌ，ＬＬＣ、（株）ＮＴＳ等

　　■アメリカでの実務インターンシップ体験先（求人都市・業界・業種）について：　（現地求人企業）

東北学院大学（ＮＰＯ）

同志社大学（メディア）

大阪市立大学（ホテル）

　　　　インターンシップ学生のための渡航手続き、航空券手配、現地宿泊先手配、旅行傷害保険の斡旋、学生用クレジットカード紹介等行います。

　Ｃ．インターンシップ現地受入企業（業界・業種）について

　　◆ＡＢＩＳアメリカ・ビジネス・インターンシップ・サービス（仙台事業本部）：（仙台商工会議所会員）

　　　・インターンシップ希望学生との日本国内におけるコンサルタントの役割を果たします。コンサルタントには、十分な時間を割き、納得行くまで相談に応じます。

　　　・アメリカでの実務体験企業を斡旋するアメリカ提携先（ＧＣＳ社）とインターンシップ希望学生の仲介役を果たし、ベストマッチのインターンシップ先の紹介に努めます。

　　　・ＡＢＩＳは、３５歳までの一般社会人のアメリカでの実務就労（有給）インターンシップの紹介や企業社員派遣研修業務を取り扱っています。

　　◆その他関係会社：
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・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ ・・・・・・・・・・・・

↓
・・・・・・・・・・・・

↓
・・・・・・・・・・・・

↓
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

↓
・・・・・・・・・・・・・・

↓
・・・・・・・・・・・・

↓
・・・・・・・・・・・・

↓

↓
・・・・・・・・・・・・

　　・ＡＢＩＳへのご来店か、電話でのご相談開始となります。初回以降は、面接の相談とし、併せて、Ｅ－ｍａｉｌでの質問・回答も行います。

　　・面接合格者は、直ちに、渡航手続き開始になります。もし、不合格の場合は、次の企業との面接を受けていただくことになります。

　③アメリカ現地スタッフのインタビューをお受けいただきます。

　①ご相談のカウンセリングからスタートです。

　　・現地到着後、直ちに、現地スタッフからのオリエンテーションを受けていただきます。（都市によっては、電話による説明もあります。）

　　＊アメリカ滞在中は、２４時間サポート体制です。（お困り解決ための現地サポート体制です。）

　⑨日本ご帰国後も十分なフォローアップをいたします。

　⑧現地インターンシップ開始です。

　　・インターンシツプ初日は、現地日本人ガイドが、インターンシップ企業まで同行し、ご本人を現地責任者にお届けします。

　Ｅ．インターンシップのご相談開始～ご出発～ご帰国までの流れ

ご出発６ヶ月前以前

ご出発６ヶ月前以前

手続時間の目途

ご出発４～５ヶ月前

ご出発４～５ヶ月前

ご出発３～４ヶ月前

ご出発２ヶ月前

ご出発当日

ご帰国後、１ヶ月以内

　⑦日本出発～現地到着です。

　　・就職のための情報提供、履歴書作成・志望動機・自己ＰＲの作成補助、模擬面接等のお手伝いもいたします。

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

　②ご希望のインターンシップ時期・都市・職種を詰めます。

　　・ご希望のインターンシップ開始時期、ご希望の都市・業界（業種）・期間を詳しくお聞きし、ご本人にも理解をしていただきます。

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

≪ご注意・お願い≫

　＊インターンシップご参加者には、全員、海外旅行傷害保険に付保していただきます。

　＊アメリカでは、現金（Ｃａsh)持参されるより、学生用クレジットカード（ＶＩＳＡ等）のご持参をお勧めします。安全で便利です。

～５～

　　・パスポート取得手続き、航空券予約開始手続き、旅行傷害保険加入手続き、宿泊先手続き等です。

　⑥渡航手続き開始します。

　　・ＡＢＩＳとご本人の間で決定した内容を、更にＡＢＩＳアメリカ提携現地スタッフによる直接インタビューでご本人との間で再確認し、

　　　より的確なプレイスメント先選定の参考とします。（＊直接インタビューは、Ｓｋｙｐｅによるものとし、出来るだけ出費を抑えます。）

　④アメリカ現地スタッフは、最適なインターンシップ先の企業選考に入ります。

　　・現地でのインターンシップ受入企業の決定には、多少の日数を要することもございます。予め、ご理解願います。

　⑤アメリカ現地受け入れ先企業の面接を受けていただきます。

　　・現地受け入れ企業の人事担当者との２者間の面接を受けていただきます。（通常、Ｓｋｙpeによる面接です。）
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　Ｇ．インターンシップ参加者への万全体制と補償

死亡・後遺障害

入院見舞

通院見舞

携行品損害保障

２，５００万円

４～４０万円

２～１０万円

１５万円まで

～６～

　　■本インターンシップ企画は、企画段階から安全性の確保を第一にし、そして万全の体制とネットワークを駆使して企業実務体験の手配をさせていただいております。
　　■インターンシップ体験期間中の万一の事故・災害に対して、ＡＢＩＳと（株）ワイエスツアーズでは、参加者全員の皆様に旅行特別補償保険（包括契約）を付保いたします。
　　　　なお、更に、参加者には、ご自身により海外旅行傷害保険に任意付保をしていただきます。

　　【旅行特別補償保険（包括契約）】

　　　・アメリカとの面接時のＳｋｙｐｅ用器具代。（Ｓｋｙｐｅでの国際通話は、無料。但し、国際電話の場合は、有料。）

≪　ご参考：下記の料金が、別途必要になります。目安です。　≫

　　　・帰国後のサポート（履歴書・志望動機・自己ＰＲ等の作成補助、就職企業同行、模擬面接補助、英語のレベルチェック）

　１）インターンシップ実務体験手配の手続き費用：　￥１２５，０００．

　Ｆ．インターンシップの渡航手続き・研修費用

　　　（上記費用に含まれているもの）
　　　・ＡＢＩＳでのカウンセリング、アメリカ提携先との面接カウンセリング、アメリカ現地受入企業の斡旋・面接セッテイング

　　　・現地到着後のオリエンテーション、アメリカ滞在中の２４時間緊急サポート体制

　　　・インターンシップ初日の日本人ガイドの同行

　　　（上記費用に含まれていないもの）

燃油サーチャージ：　２０１２年３月現在、約５０，０００円です。

各都市空港税等　：　米国$５２．８０、成田空港２，５４０円

旅券取得費用　　：　５年有効旅券で１１，０００円必要です。

アメリカ宿泊費用　：現在は、円高で旅行者には、大きなメリットがあります。

　　　　　　　　　　　　現地での宿泊・食事・雑費で１ヶ月で約$1,500必要で

　　　　　　　　　　　　しょう。（$1,500ｘ滞在月数が、目安です。）

　　　・パスポート取得費用（既に、所持者の場合は、不要です。）

　　　・アメリカ～日本間の往復航空券代、燃油サーチャージ、各都市空港税・空港使節使用料他

旅行傷害保険　：　１ヶ月間のセット契約タイプで１５，０００円位が掛け金です。

　　　・アメリカ滞在中の宿泊費（ホテル・アパート・ホームスティ等）、食事代、交通費、その他個人的使った料金

　　　・アメリカ到着時の空港出迎えガイドや現地で特にお願いする場合のガイド料金

　　　・海外旅行傷害保険料（参加者全員付保の義務があります。）

　　　・渡航手続き手数料（出入国記録カード作成、米国税関申告書作成等の費用）

　　　　　（注）インターンシップ研修は、３ヶ月未満の期間ですので、アメリカ・ビザの取得はしません。日米間の相互免除協定を活用し、

　　　　　　　　ビザなし（ビサウェィバープログラム）での渡米となります。

航空運賃　　　　　：日本発（往復）で冬季なら５～６万円で購入可能です。

http://abis-usa.com/images/pic1310713127_219a.jpg


～７～

※留守家族に状況連絡・報告

※留守家族に状況連絡・報告

※現地情報収集・報告

※現地情報収集・報告

※学生直接対応、状況連絡・報告

※現地でのサポート・情報収集

　　　　　Ｏｐｅｘ－Ｔｒａｖｅｌは、サンフランシスコ本社で全米の提携ネットワークを有します。

※現地ホームスティ、ホテル等の手配

※インタビューと現地企業斡旋紹介

インターンシップ学生

所属大学等

Ｕ．　Ｓ．　Ａ．

ＧＣＳ　ＵＳＡ　Ｉｎｃ．

現地在外公館

米国日通旅行（株）

Ｏｐｅｘ－Ｔｒａｖｅｌ，ＬＬＣ

インターンシック受け入れ

全米現地企業

インターンシップ中

学　　　　生

※２４時間サポート体制実施

インターンシップ学生

留守家族

外務省

ＡＢＩＳ

（株）ワイエスツアーズ

（株）ワイエスツアーズ

ＧＣＳ　ＵＳＡ　Ｉｎｃ．
インターンシック受け入れ

全米現地企業

米国日通旅行（株）

Ｏｐｅｘ－Ｔｒａｖｅｌ，ＬＬＣ

※日本でのコンサルタント業務

※航空券、アメリカでの宿泊先等手配依頼

※渡航手続きのご案内等

※実務体験受け入れ

※学生とのインタビュー

　Ｉ．インターンシップの緊急連絡体制と役割

※航空券の提供

※海外旅行傷害保険のご案内

　　　　　米国日通旅行は、全米５都市にオフィスがあります。

　　　　　　　　　　　　（備考）ＧＣＳ　ＵＳＡ　Ｉｎｃ．は、ニューヨーク、ロサンゼルス、ホノルルの３都市にオフィスがあります。

各航空会社

　　　　（株）Ｎ　Ｔ　Ｓ

Ｊ　Ａ　Ｐ　Ａ　Ｎ

Ｊ　Ａ　Ｐ　Ａ　Ｎ Ｕ．　Ｓ．　Ａ．

インターンシップ希望

学　　　　生
ＡＢＩＳ

　Ｈ．インターンシップの手配と実施体制
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